
郵
チ
ャ
レ
ン
ジ
通

信

な
か
や
し
き

慎

一

′

卯
月
に
思
う

長
か

っ
た
２
月
定
例
会
も
何

と
か
乗
り
切
り
が
年
度
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
自
民
党
県
議
団
の

所
属
に
な
り
、
政
務
調
査
会
長

代
理
と

い
う
要
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
忙

し
く

も
充
実
し
た
　
年
間
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２９
年
度
は
、
県
議
団
で
は
幹

事
長
代
理
と
し
て
役
員
を
務
め
、

特
別
委
員
会

で
は
、
少
子
　
高

齢
福
祉
社
会
対
策
特
別
委
員
会

を
委
員
長
と
し
て
預
か
り
、
埼

玉
県

の
喫
緊

の
課
題

へ
と
し

っ

か
リ

コ
ミ

ツ
ト
し
て
い
く
所
存

で
す
。
頑
張
り
ま
～
す
。

２
月
定
例
会

主
な
内
容

２
月
定
例
会

（
２
月
２０
日
開

会
）
は
、　
１
兆

８
６
４
４
億

２

７
０
０
万
円
に
上
る
平
成
２９
年

度
当
初
予
算

（
一
般
会
計
）
を

は
じ
め
、
我

々
自
民
党
県
議
団

が
提
案
し
た

「埼
玉
県
農
林
水

産
業
振
興
条
例
」
、

「防
災
航

空
隊

の
緊
急
運
行
業
務

の
条
例

改
正
」
な
ど
を
議
決
し
、

３
月

２７
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
む

中
、
出
産
や
子
育

て
支
援
策

の

充
実
は
本
県

の
未
来
を
左
右
す

る
重
要
な
課
題
で
す
。

２９
年
度

予
算

で
は
出
生
率

の
向
上
を
日

指
す
取
り
組
み
を
新
た
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
ほ
か
、
様

々
な
施
策

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

民
党
県
議
岡
で
要
望
し
て
い
た

私
立
高
校
に
通
う
牛
徒

へ
の
支

援
制
度
と
し
て
、
授
業
料
が
実

質
無
償
化
と
な
る
世
帯
の
年
収

を
、
約

５
０
０
万
円
未
満
か
ら

約
６
０
９
万
円
未
満

へ
の
引
き

上
げ
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
県
内

で
も
痛
ま
し

い
事
故
が
あ

っ
た
駅

の
ホ
ー
ム

ド
ア
に

つ
い
て
、　
一
日
で
も
早

い
設
置
を
進
め
る
た
め
の
支
援

制
度
が
実
現

（約
１
億

７
６
０

０
万
円
計
上
）
。
高
齢
者

の
交

通
安
全
を
進
め
る
た
め
、
交
差

点

の
安
全
対
策
や
信
号
機

の
新

設

・
更
新
、
高
齢
者

の
免
許
更

新
時
に
受
け
る
高
齢
者
講
習
の

充
実

。
強
化
な
ど
に
向
け
、
約

３
９
億

１
９
０
０
万
円

の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
先
端
産
業

の
推

進
に
向
け
、
実
用
化

・
製
品
化

に
向
け
た
研
究
開
発

へ
の
支
援

を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
約

１
８

億

８
３
０
０
万
円
を
予
算
化
。

２
０
２
０
東
一ふ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・

パ
ラ
リ

ン
ピ

ツ
ク
の
開
催
に
向

け
た
埼
玉

ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
、

選
手
の
育
成

。
強
化
、

２
０
１

９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ

の
開
催
に
向
け
た
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場

の
改
修
な
ど
、
未
来
に

つ
な

が
る
政
策
重
視

の
予
算
配
分
と

な

つ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
民
党
県
議
団
と
し

て

「北
部
地
域
振
興
交
流
拠
点

機
能
調
査
事
業
費
」
の
執
行
停

止
を
は
じ
め

７
件
に

つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
懸
念
が
あ
る
と
し
て

「事
業

の
執
行
に
適
切
な
対
応

を
求
め
る
附
帯
決
議
」
を
予
算

特
別
委
員
会

で
提
案
し
可
決
さ

せ
て
い
ま
す
。
自
民
党
県
議
団

は
、
こ
の
平
成
２９
年
度
予
算

の

確
実
か

つ
よ
り
効
果
的
な
執
行

を
見
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
も

っ
と
住
み
よ

い
埼
玉

の
実
現
に
向
け
、
今
力
で
県
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

nakayash:k:.net

2月 定例会では、

自民党県議団が全

国に先駆 けて提出

した、県の防災ヘ

リコプターで登山

者が救助された際、

5万 円程 度の手数

料を徴収するための条例案が可決 成立 しました。

山岳救助活動は、他の救助活動などと比較 して、より高

度な危険を伴うもので、その費用は受益者負担の観点から

一定の負担を求める必要があると考えます。また、負担を

求めることで登山者に注意を促 し、山岳遭難に対する抑止

や山岳保険への加入の啓発に繋がるものと期待しています。

自民党県議団は昨年秋から検討を重ね、県山岳連盟との

ヒアリングやパブリックコメン ト (賛成 6、 反対 9)な ど

を経て改正案を提案 しました。また、この改正は、秩父山

中で県防災ヘリ荒川 1の 墜落後に制定された「埼玉県防災

航空隊の緊急運行条例Jの附則に示 した、「山岳遭難に係

る緊急運行に要した費用の遭難者等による負担及びその他

の必要な方策について早急に対応するものとする。Jの規

定が6年間全く生かされずに来たことを受け議員提案とし

たものです。

今回私は、自民党県議団政調会長代理としてこの件に携

わってきました。反対9件のパブリックコメントの内容は、

時期尚早や実際の運用上の問題がほとんどでした。そして、
この改正条例の施行日は、来年の1月 1日 としています。

私達議員は、動かないことを動かし改善へとつなげて行

くのも大変重要な仕事です。今後執行部の皆さんが、9か

月の間にその運用についてしっかりと取り組み、他県との

調整なども積極的に進めるよう期待し、監視していきます。

1発8.644億 2,700万円
『型__●歳入 (単位:千円)

地方交付税

2o51mm ll"

合計

地

● 歳 出  (単位 :千円 )

県債



平成29年度当初予算 (案)は、自民党県議団がかねてから提案

中でも注目すべき事業について、新規事業を中心にご報告します。

つています。
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